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第三技術室システム設計技術班松山幸雄
市 はじめに
ネットワークに接続されている遠方の計算機を使用する場合，正常に稼動されているか一般にはわ
からない しかし，その解決法として，計算機にコマンドを送り，その応容を見ることにより正常
かどうかを確認できる本研修では，ネットワーク接続された計算機群の温度(CPU，マザ ボーー ド，
ハードディスク)を定期的に計測し， We bで表示監視するそニタを作成したので報告する
2.接続構成
図1は計算機群PCとモニタ PCの接続構成で，ネットワーク接続した 図2は使用した4台の計
算機群PCとモニタ PCを示す ネットワーク接続はHUBとノレータで接続し，計算機群PCでは，
CPU4台のCPU切替器で 1台のモニタディスプレイ，キーボード，マウスを使用し開発環境の
簡素化，机上の省スペースを図ったー
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図1接続構成 図2計算機群PCとモニタ PC
3 計算機群PCとモ=タ PCの仕犠
計算機群PCとモニタ PCのハー ドウェア，ソフトウェ
ア仕様を図3.図4に示すハードウェア仕様は，研究室
であまり使用されていない等のパソコンを使用したため
メーカや周波数の異なる CPU，マザーボード等の異なる
仕様の計算機群となってしまった計算機群PCのYフト
ウェア仕様はすべて閉じ仕様とした
4 主なコマンドとツールについて
4. 1 1m sensorsについて
モニヲPC(pineO)
05 . . . . fedora 11 
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サー11サイドスゲJブト ・0・php
テーヲベース .. RRDtool 
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Im_sensors (CPU， M/B) 
hddtemp (HDD) 
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図3 ソフトウェア仕様
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Im_sensors 土，
fedoraに含まれてい
るコマンドで. B 1 
08と同じマザーボ
ードのセンサチップ
を利用してCPUと
マザーボードの温度，
ファンの回転数，パ
ソコン電源電圧を表
示する.なお，チッ
プセンサは Pentium
~¥項¥目司!ミヌ、λ¥名、
CPU 
マザーポ←ド
センサチップ
ハ予 ごディス
1:;，(. 
4以降の CPUでは.CPUファン
コントローノレも千Tっている.
1m sensorsの使用方法は次のと
おり
1) sensors-detectコマンド
マザーボードに搭載されているセ
ンサーチップを検出する.図4で
のセンサーチップは各計算機群の
チップセンサ名を示す.
2) sensorsコマンド
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図5に示すようにセンサ情報を表示する.
4_ 2 hddtempについて
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図4 ハードウェア仕様
岡5 センサー情報
Hddtemp(Hard Disk Drive Temperature)も fedora に含まれているコマンドで，
SMART(Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology)と呼ばれるハードディスクに内蔵された
自己診断機能を利用してハードディスク情報を表示する これらの情報はデータベースブアイノレ
(hddtemp.d b )内のものが使用されるが，使用ディスクがデータベースにない場合はその情報を追加で
きる.なお，ハードディスクによっては. SMART機能が内蔵されてないものがあるので注意が必要
である.
4.3 RRDtoolについて
RRDtoolはRRD(RoundRobin Database)データベースに時系列データを格納し，また格納データを
グラフ化するツールであり，元来，前進の MRTG(MultiRouter Tra宵icGrapher)と同様SNMP(simple
Network Management Protocol)を利用してルータのトラフイツクを取得するツールて、ある.特徴とし
ては，①データ格納サイズが一定②データ書込でデータベースが満杯時古いデータから上書き③グ
ラフ画像ファイルの作成がある.使用方法を次に示す
1)データベースの作成 ・・・ rrdtool create **.rrd (**.rrd :データベース名)
2)データベースの更新 rrdtool update **.rrd 
3) グラフ画像ファイルの作成 rrdrool graph **.rrd 
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5.システムの流れ
システムの流れを図 6に示すネ
ットワーク接続は TCP/IPプロトコ
ノレによる TCPコネクションを使:用
したー
5. 1計算機群側
電源投入時， TCP port:7634でハ
ードディスク情報を取得して送るた
めのデーモン， TCP poは:64001で
CPU，M/Bの温度を取得して送るた
めのシェルスクリプトを起動して，
モニタからのアクセスを待機する.
TCPポート 64001へアクセスがか
かると，関 7のようにセンサー情報
(閃 5)から
①grepコマンドより CPUTemp行，
M/B Temp行を抽出する
②awkコマンドより， CPU Temp行，
M/B Temp行の3番目の視度を抽I刑
する
③sedコマンドより，+と℃の文字
をを削除して混度値を抽附する
そしてそれをモニタに送る
5. 2モニタ側
モニタ PCは，通信， Webの準備
を行し¥各計算機群の各 TCPpo吋
へアクセスを行し、 CPU，M/B温度や
HDD情報を取得するーなお， HDD 
温度は， netcatコマンド(図 8①)で
計算機群にアクセスし， HDD情報を
取得し， awkコマンド(図8②)で温
度を抽出する.次に得られた温度デ
ータによって，
①テキストのパックアップの為に
CSV(Comma Separated Value) 
ファイルを更新する
②異常渇度(あらかじめ設定した
温度(パックカラー赤の最大温
度(図 11)))以上の場合，アラーム
C三ζ〉
P'憎むデ)1取得
pine4岳デ虫取得
関6 システムの流れ
sensors I grep Temp I awk '弱rint$3)' I sed-eぉムグ司eSij^{ル急事 iヘデ
⑦ ②@ 
匂r6戸コマンド u ・τemt行の抽出
CPUTemp 吋O.o'c(hゆ=+70.0'C， hyst = +s5JtC) sensor = 1lermist，軒
続 +29.O'C(high = +45む'c，hystコ叫O.O'C)sensor = tl1sr用 stor
②8wkコマンド...3番思の項告の抽出
+40ぴ℃
+Z9.0"C 
③sedコマシド…+))..$;
，40.0'C 
以外の文字の骨i橡
40.0 
一29.0"0 おむ
凶 7 温度値の抽出 1
nc pineO 7634 I awk一時 '{prin!$4}' 
① nc(nelcat)コマJド・・・ I/dev/sda I ST80215A I 28 I CI 
②aw註コマンド a・ 28 
図8I民度値の抽出2
Date: Fri， . Mar201013:51 :10 +0900 
Me田age-Id:<20100司蜘451.o254pAKY百o1736@f>i'" Juis .u-fukui昨.jP>
To:m油ly胴喝…吋和is凶 kui.酪JP
Subj舵t:Alarml!幼 normalTempe悶ture
From: PC.J間n恥r@mas悟r.p，ne
Content-T ype悟xIIpl剖n;eh町田!t=j担問2022-jp
Mime-Version: 1 .0
Con悔nt-Trah鳴子Encoding:7bit 
下記のPCの温度古i非常に高くなりまじた。
pine3.:叩U
図9 アラームメール
メールを送信する (図9はpine3のCPUが異常温度)
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③ログ画像グラフ作成するためにRRDデータベースを更新する
を行い 2時間， 日間， 遡聞の 1 :1 7--(瑚 剛~，輔鉛阻ω 白押ー咽ツー叫哨ヲ却
'，，~Slュニ，À立!b.A!，ペー ジ "'.-(-!.I." .t.A-!.I.. j・ログ画像ファイルを作成し，各種温度，
ログをWebブラウザ(図10)に表示す
る ブラウザ表示上部は，計算機群の
CPU， M厄，HDDの温度を表示L，
ノ〈ックカラーによって図 11のような
状態を一目で認Z龍できる CPUへの負
荷 (約100%)はsin割算をノレープで行
うスクリプト(pine3の CPUはハイパ
ースレッドで仮想2プロセッサのため
スクリプトを2本)を走らせて行った
温度データの取得間隔はブラウザ自動
再表示で行っており， HTML (MET.叫
タグの“HTMLファイノレの自動的再読
込"機能を利用し 6分毎に行った
<META HTIP-EQUIV= “refresh .， 
CONTENT=360> 
6.結果・考察
1)図 10に示すように Webで計算
機群の温度を監視することができた
2) CPUに負荷(約 100%)をかけた
場合.CPU温度はアイドリング状態よ
り最大20'C上昇した
3) pine2のハードディスク温度は，
ケースサイズが microATXで小さく風
通しが悪いことにより温度が高いこと
が実証された
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図 10 Webブラウザ表示
停止 CPU:60-65QC， MH:45-50"c 
図11パックカラーと温度表示等
4) ログファイノレのブラウザ表示は，グラフ画像ファイノレ作成後約3秒遅延することにより表示可能
となった
5)アラームメーノレは 度送信すると，温度が設定以下になるまで送り続けるので改良の必要がある
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